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こ
の
日
は
鯨
の
刺
し
身
、
ベ

ー
コ
ン
、
ハ
リ
ハ
リ
う
ど
ん
、

ス
テ
ー
キ
、
ク
ジ
ラ
串
カ
ツ
な

ど
の
ク
ジ
ラ
料
理
が
提
供
さ

れ
、
来
場
者
の
表
情
は
真
剣
そ

の
も
の
。
会
場
も
熱
気
む
ん
む

ん
で
、
ク
ジ
ラ
食
文
化
が
長
年

に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
こ

と
を
十
分
に
物
語
っ
て
い
た
。

日
本
の
南
極
海
で
の
調
査
捕

鯨
を
国
際
捕
鯨
取
締
条
約
違
反

と
し
た
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ

Ｃ
Ｊ
）
の
判
決
を
受
け
「
政
府

が
判
決
を
北
西
太
平
洋
な
ど
他

の
海
域
に
も
適
用
す
る
の
で
は

な
い
か
」
と
関
係
者
は
危
機
感

を
募
ら
せ
て
い
る
。
鈴
木
会
長

は
「
調
査
捕
鯨
を
止
め
れ
ば
デ

ー
タ
の
蓄
積
が
な
く
な
り
、
捕

鯨
を
続
け
る
科
学
的
根
拠
が
な

く
な
る
。
何
と
し
て
も
継
続
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
気
勢

を
上
げ
た
。
駆
け
つ
け
た
林
芳

正
農
水
大
臣
は
「
海
に
囲
ま
れ

た
日
本
で
海
か
ら
タ
ン
パ
ク
質

を
摂
り
、
持
続
的
に
使
っ
て
い

く
姿
勢
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の

だ
。
こ
の
原
則
を
貫
い
て
い
き

た
い
」
と
強
調
し
た
。

民
主
党
の
小
川
勝
也
参
院
議

員
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
判
決
に
従
う

の
は
分
か
る
が
、
そ
の
判
決
を

拡
大
解
釈
し
て
自
分
た
ち
の
手

足
を
縛
ろ
う
と
す
る
国
が
ど
こ

に
あ
る
。
判
決
は
南
極
海
で
の

調
査
捕
鯨
に
異
議
が
あ
る
と
い

う
の
が
趣
旨
。
北
西
太
平
洋
や

沿
岸
に
ま
で
適
用
す
る
と
い
う

の
は
、
誰
が
ど
ん
な
解
釈
す
れ

ば
そ
う
読
め
る
の
か
」
と
声
を

荒
げ
た
。

今
回
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
判
決
で
「
日

本
が
（
調
査
捕
鯨
の
）
あ
ら
ゆ

る
許
可
書
を
出
す
際
に
は
、
判

決
を
考
慮
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。

政
府
内
に
は
国
際
社
会
の
反
発

を
考
慮
し
北
西
太
平
洋
で
の
調

査
捕
鯨
に
も
適
用
す
べ
き
と
の

意
見
や
、
延
期
論
も
強
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。
調
査
捕
鯨
を
実

施
す
れ
ば
ま
た
提
訴
さ
れ
、
負

け
る
危
惧
が
あ
る
か
ら
だ
。
小

川
議
員
の
発
言
は
こ
れ
に
ク
ギ

を
刺
し
た
格
好
だ
。

ク
ジ
ラ
食
文
化
を
守
る
会
の

小
泉
武
夫
会
長
も
、
怒
り
心
頭

だ
。
「
判
決
の
後
、
ク
ジ
ラ
関

係
の
飲
食
店
は
満
席
だ
。
日
本

の
国
民
の
文
化
だ
と
い
う
証

だ
」
と
指
摘
。
そ
の
上
で
「
外

務
省
が
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
判
決
を
）
他

の
海
域
に
も
適
用
さ
れ
る
と
解

釈
し
て
い
る
と
の
一
部
報
道
が

あ
っ
て
非
常
に
驚
い
た
。
日
本

の
外
務
省
が
そ
ん
な
こ
と
を
言

う
の
は
お
か
し
い
」
と
不
満
を

ぶ
ち
ま
け
た
。

ト
ラ
イ
デ
ン
ト
シ
ー
フ
ー
ド

・
ジ
ャ
パ
ン
（
鈴
木
幸
一
代
表
）

は
米
国
で
人
気
の
高
い
１
０
０

％
天
然
サ
ー
モ
ン
由
来
の
魚
油

サ
プ
リ
メ
ン
ト
「
オ
メ
ガ－

３

・
ワ
イ
ル
ド
ア
ラ
ス
カ
サ
ー
モ

ン
オ
イ
ル
」（
以
下
ピ
ュ
ア
・
サ

ー
モ
ン
オ
イ
ル
）
を
日
本
向
け

に
初
め
て
発
売
す
る
。
Ｄ
Ｈ
Ａ

や
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
オ
メ
ガ
３
脂

肪
酸
な
ど
を
摂
取
で
き
る
栄
養

補
助
食
品
と
し
て
、
量
販
店
の

水
産
売
場
な
ど
で
販
売
す
る
。

「
ピ
ュ
ア
・
サ
ー
モ
ン
オ
イ

ル
」
は
ア
ラ
ス
カ
の
海
で
育
っ

た
天
然
ア
ラ
ス
カ
サ
ー
モ
ン
の

頭
か
ら
抽
出
し
た
一
番
搾
り
の

魚
油
（
エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン

オ
イ
ル
）
の
み
を
使
用
し
て
い

る
。化

学
処
理
に
よ
る
精
製
や
高

温
処
理
を
行
わ
ず
、
低
温
圧
搾

法
で
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け

て
抽
出
し
て
い
る
た
め
、
オ
メ

ガ
３
脂
肪
酸
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
ほ
か
サ
ー
モ
ン
本
来
が
持
っ

て
い
る
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｄ
、

Ｅ
や
ア
ス
タ
キ
サ
ン
チ
ン
な
ど

の
脂
溶
性
成
分
も
変
質
し
て
い

な
い
。

「
低
温
圧
搾
に
よ
り
生
産
効

率
は
低
下
す
る
が
、
品
質
の
良

い
魚
油
が
抽
出
で
き
る
。
天
然

サ
ー
モ
ン
に
含
ま
れ
る
様
々
な

栄
養
成
分
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
食
事
に
近

い
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
い
え
る
」

（
同
社
）。

魚
苦
手
で
も
飲
み
や
す
い

サ
バ
や
ア
ジ
な
ど
の
青
魚
を

原
料
と
し
た
オ
メ
ガ
３
の
サ
プ

リ
メ
ン
ト
は
数
多
く
存
在
す
る

が
、
１
０
０
％
天
然
サ
ー
モ
ン

由
来
の
「
ピ
ュ
ア
サ
ー
モ
ン
オ

イ
ル
」
は
珍
し
く
、
天
然
サ
ー

モ
ン
の
取
扱
量
で
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
を
誇
る
同
社
な
ら
で
は
の
商

品
。
青
魚
由
来
の
魚
油
と
異
な

り
、
魚
臭
さ
が
な
い
た
め
、
魚

が
苦
手
な
人
で
も
飲
み
や
す
い

の
が
特
徴
。

「
ピ
ュ
ア
・
ア
ラ
ス
カ
・
オ

メ
ガ
」
の
サ
ー
モ
ン
オ
イ
ル
は

サ
プ
リ
メ
ン
ト
先
進
国
の
米
国

で
も
人
気
が
あ
り
、
コ
ス
ト
コ

や
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
会
員
制
ス

ー
パ
ー
、
サ
ム
ズ
ク
ラ
ブ
と
い

っ
た
大
手
小
売
チ
ェ
ー
ン
な
ど

で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

日
本
市
場
で
販
売
す
る
た

め
、
１
日
あ
た
り
１
０
０
０
�

×
１
粒
の
と
こ
ろ
、
３
３
３
�

×
３
粒
に
カ
プ
セ
ル
を
小
型

化
。
日
本
人
が
飲
み
や
す
い
よ

う
に
設
計
し
た
。
ま
た
、
カ
プ

セ
ル
被
膜
は
日
本
で
販
売
で
き

る
よ
う
、
牛
由
来
で
は
な
く
、

豚
由
来
の
ゼ
ラ
チ
ン
に
変
更
し

た
。医

薬
品
で
は
な
い
た
め
、

様
々
な
売
場
で
販
売
が
可
能
。

同
社
は
量
販
店
の
水
産
売
場
で

の
販
売
提
案
な
ど
を
行
う
方

針
。

３
０
０
粒
入
り
、
１
日
３
粒

程
度
の
摂
取
目
安
で
約
９０
日

分
。
３
粒
（
１１
・
２４
カ
ロ
リ
ー
）

あ
た
り
の
総
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸

含
有
量
は
３
０
０
�
。
そ
の
う

ち
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
９０
�
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
１

１
０
�
を
含
有
。

今
後
は
１
０
０
粒
入
り
の
販

売
も
検
討
し
て
い
る
。

乾
燥
モ
ズ
ク
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
国

内
だ
け
で
な
く
、
台
湾
や
香
港
、
中
国

本
土
な
ど
様
々
な
地
域
に
乾
燥
モ
ズ
ク

を
販
売
し
て
い
る
。

モ
ズ
ク
の
冷
風
乾
燥
技
術
を
独
自
開

発
し
、
平
成
１７
年
に
特
許
取
得
。
そ
れ

以
降
も
モ
ズ
ク
の
「
キ
ム
チ
漬
け
」
「
健

康
調
味
料
」
と
い
っ

た
商
品
で
実
用
新
案

特
許
を
取
得
す
る
な

ど
、
県
産
モ
ズ
ク
の

付
加
価
値
向
上
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
は

尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

冷
風
乾
燥
製
法
で
生
産
す
る
同
社
の

乾
燥
モ
ズ
ク
は
「
水
で
７
～
８
分
、
お

湯
２
～
３
分
で
も
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

戻
し
た
後
も
新
鮮
な
モ
ズ
ク
の
ぬ
め
り

や
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
が
残
っ
て
い
る
」

の
が
特
徴
。

乾
燥
モ
ズ
ク
の
魅
力
は
手
軽
に
持
ち

運
べ
る
軽
さ
だ
。
生
モ
ズ
ク
を
乾
燥
さ

せ
る
と
重
量
は
約
２５
分
の
１
に
な
る
。

「
１
ｔ
の
生
モ
ズ
ク
を
海
外
へ
運
ぼ
う

と
す
る
と
船
で
し
か
運
べ
な
い
が
、
乾

燥
す
れ
ば
わ
ず
か
約
４０
�
。
北
海
道
の

昆
布
は
乾
燥
さ
せ
た
か
ら
こ
そ
、
世
界

に
進
出
で
き
た
」
と
モ
ズ
ク
の
輸
出
に

は
乾
燥
モ
ズ
ク
が
最
適
な
理
由
を
語
る
。

同
社
の
乾
燥
モ
ズ
ク
の
輸
出
額
は
代

理
店
を
務
め
る
現
地
問
屋
の
協
力
も
あ

り
、
年
々
増
え
て
い
る
と
い
う
。

「
乾
燥
モ
ズ
ク

は
中
華
料
理
や
ス

ー
プ
の
具
材
と
し

て
人
気
が
高
く
、

香
港
や
台
湾
で
の
需
要
は
強
ま
っ
て
い

る
」。乾

燥
モ
ズ
ク
を
粉
末
に
し
て
、
乳
酸

菌
や
オ
リ
ゴ
糖
と
一
緒
に
発
酵
さ
せ
た

健
康
飲
料
「
モ
ズ
ク
の
力
」
や
、
フ
コ

イ
ダ
ン
の
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
「
モ
ズ
ク

の
エ
キ
ス
」
な
ど
も
台
湾
や
香
港
へ
輸

出
し
て
い
る
。

「
貴
重
な
資
源
で
あ
る
沖
縄
県
産
モ

ズ
ク
を
も
っ
と
大
事
に
す
べ
き
。
世
界

各
国
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
方
々
を
も

て
な
す
に
は
、
世
界
一
の
モ
ズ
ク
を
大

い
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
語
る
。

「
第
２６
回
捕
鯨
の
伝
統
と
食
文
化
を
守
る
会
」
が
１５
日
、

東
京
の
憲
政
記
念
館
で
あ
っ
た
。
目
前
に
迫
っ
た
北
西
太
平

洋
の
調
査
捕
鯨
は
予
定
通
り
行
わ
れ
る
の
か
―
―
。
ク
ジ
ラ

食
文
化
を
守
る
会
や
自
民
党
捕
鯨
議
連
会
長
の
鈴
木
俊
一
衆

院
議
員
ら
超
党
派
の
国
会
議
員
ら
で
会
場
が
あ
ふ
れ
た
。

たかつはら・ただし 警視庁の白バ

イ警官などを経て、沖縄で乾燥ナマコ

の商売に携り、モズクの乾燥技術の研

究を開始。平成１１年に同社設立。昭和

９年生まれ。鹿児島県出身。

自
民
党
捕
鯨
議
連
（
鈴
木
俊

一
会
長
）
は
１７
日
に
党
本
部
で

緊
急
総
会
を
開
き
、
和
歌
山
県

太
地
町
な
ど
で
国
際
捕
鯨
委
員

会（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）が
規
制
し
て
い
な

い
「
沿
岸
小
型
捕
鯨
」
の
実
施

開
始
が
当
初
予
定
の
２２
日
か
ら

２６
日
以
降
に
ず
れ
込
ん
だ
理
由

を
水
産
庁
や
外
務
省
に
問

い
た
だ
し
た
。

水
産
庁
の
本
川
一
善
長

官
に
よ
る
と
、
調
査
統
括

の
加
藤
秀
弘
東
京
海
洋
大

教
授
か
ら
「
捕
獲
し
た
ク

ジ
ラ
を
沿
岸
で
解
体
す
る

際
の
反
捕
鯨
団
体
か
ら
の

妨
害
に
備
え
、
海
上
保
安

庁
や
警
察
の
警
備
要
請
を

考
え
る
と
２２
日
開
始
は
困
難
。

２６
日
以
降
に
な
る
だ
ろ
う
」
と

の
連
絡
が
１６
日
に
あ
っ
た
と
い

う
。こ

れ
に
対
し
、
日
本
小
型
捕

鯨
協
会
の
下
道
吉
一
会
長
は

「
そ
ん
な
こ
と
聞
い
て
い
な
い
。

２２
日
開
始
で
準
備
を
進
め
て
い

た
」
と
憤
っ
た
。
長
官
は
「
加

藤
教
授
か
ら
は
、
調
査
実
施
団

体
で
あ
る
地
域
捕
鯨
推
進
協
会

の
了
承
を
得
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
」
と
答
え
る
と
、
業
界

団
体
か
ら
は
「
そ
ん
な
連
絡
は

な
か
っ
た
」
と
そ
ろ
っ
て
反
発

し
た
。
だ
が
、
長
官
は
「
２２
日

は
困
難
。
２６
日
以
降
に
な
る
」

と
の
見
方
を
変
え
な
か
っ
た
。

北
西
太
平
洋
で
の
調
査
捕
鯨

は
ど
う
な
る
の
か
。
衆
院
農
林

水
産
委
員
会
は
１６
日
、
政
府
に

対
し
調
査
捕
鯨
の
継
続
を
求
め

る
決
議
を
全
会
一
致
で
議
決
し

て
い
る
。

本
川
長
官
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
判

決
で
示
さ
れ
た
「
日
本
が
（
調

査
捕
鯨
の
）
あ
ら
ゆ
る
許
可
書

を
出
す
際
に
は
、
判
決
を
考
慮

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と

い
う
文
言
の
解
釈
を
政
府
内
で

議
論
し
て
い
る
と
説
明
。
そ
の

上
で
、「
こ
の
但
し
書
き
が
（
北

西
太
平
洋
で
の
調
査
捕
鯨
な
ど

を
巡
り
）
新
た
な
裁
判
が
起
こ

っ
た
時
に
、
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
が
）
判

決
の
判
断
基
準
に
利
用
す
る
意

思
表
示
で
あ
る
と
受
け
止
め
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

外
務
省
の
相
川
一
俊
経
済
局

参
事
官
は
「
外
務
省
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ

判
決
を
北
西
太
平
洋
に
も
適
用

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
一
部

報
道
が
あ
っ
た
が
、
事
実
で
は

な
い
」
と
釈
明
し
た
。

伊
東
良
孝
衆
院
議
員
は
「
但

し
書
き
を
勝
手
に
類
推
し
て
い

る
場
合
で
は
な
い
。
北
西
太
平

洋
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
」
。
野
村
哲
郎

参
院
議
員
も
「
政
治
決
着
で
決

め
る
し
か
な
い
」と
強
調
し
た
。

第
１９
回
東
京
支
社
極
洋
会
が

１５
日
、
東
京
・
永
田
町
の
ザ
・
キ

ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル
東
急
で
開
か

れ
、
関
東
甲
信
越
の
取
引
先（
極

洋
会
会
員
）が
一
堂
に
会
し
た
。

こ
の
４
月
に
大
阪
支
社
長
か

ら
東
京
支
社
長
と
な
っ
た
井
上

誠
取
締
役
は
「
大
阪
で
は
『
東

京
支
社
に
負
け
る
な
』
『
追
い

つ
き
追
い
越
せ
』
と
檄
（
げ
き
）

を
飛
ば
し
て
き
た
が
、
今
は『
か

か
っ
て
来
ん
か
い
』
と
い
う
気

持
ち
」と
新
た
な
決
意
を
表
明
。

東
京
支
社
の
前
３
月
期
売
上
高

は
目
標
３

９
５
億
円

に
対
し
４

０
２
億
円

を
達
成
し

た
が
、「
今

期
は
４
３

０
億
円
を

最
低
目
標

と
し
、
将

来
的
に
は

６
０
０
億

円
を
目
指

す
」
と
述

べ
た
。

東
京
支

社
極
洋
会
の
伊
藤
裕
康
会
長

（
中
央
魚
類
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は

「
長
年
に
わ
た
っ
て
極
洋
を
引

っ
張
っ
て
こ
ら
れ
た
福
井
清
計

会
長
が
特
別
顧
問
と
な
り
、
今

井
賢
司
専
務
が
代
表
取
締
役
に

就
く
な
ど
多
田
社
長
・
今
井
専

務
の
新
た
な
体
制
と
な
っ
た
。

広
い
視
野
と
旺
盛
な
行
動
力
で

積
極
的
に
業
容
拡
大
を
続
け
て

い
る
。
築
地
市
場
も
豊
洲
移
転

へ
の
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
極

洋
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
と
も
に

取
り
引
き
を
拡
大
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

多
田
久
樹
社
長
は
今
年
度
が

最
終
年
度
と
な
る
中
期
３
カ
年

計
画
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
キ
ョ
ク

ヨ
ー
２
０
１
５
」
の
総
仕
上
げ

に
向
け
て「
極
洋
の
強
み
は
魚
。

安
心
・
安
全
で
競
争
力
の
あ
る

商
品
を
提
供
し
続
け
、
グ
ル
ー

プ
企
業
価
値
の
最
大
化
を
実
現

す
る
」
と
改
め
て
強
調
。
今
井

専
務
が
水
産
加
工
部
門
、
上
居

隆
常
務
が
食
品
部
門
（
冷
凍
食

品
、
常
温
食
品
）
、
須
藤
時
廣

常
務
が
鰹
鮪
部
門
に
お
け
る
前

期
の
事
業
概
要
と
今
期
の
方
針

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

二
部
の
講
演
会
で
は
伊
藤
元

重
東
大
教
授
が
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
行
方
」
と
題
し
て
安
倍
政

権
の
経
済
政
策
の
現
状
と
見
通

し
に
つ
い
て
１
時
間
半
に
渡
っ

て
語
っ
た
。

伊
藤
氏
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
っ
て
２０
年
続
い
た
デ
フ
レ

解
消
、
低
金
利
で
の
イ
ン
フ
レ

誘
導
が
奏
功
し
、
経
済
環
境
は

激
変
す
る
兆
し
を
見
せ
て
い

る
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人

口
減
は
目
覚
ま
し
く
進
む
。
Ｉ

Ｔ
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
避
け

ら
れ
ず
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
」
な
ど
、
出
席
者
に
変
化

へ
の
対
応
を
促
し
た
。

懇
親
会
で
は
三
菱
食
品
今
村

忠
如
専
務
が
挨
拶
し
た
の
ち
岩

瀬
一
雄
横
浜
丸
魚
社
長
の
発
声

で
乾
杯
。
宴
半
ば
３
月
末
に
極

洋
会
長
を
退
任
し
た
福
井
清
計

氏
が
壇
上
に
上
が
り
、「
５２
年
間

の
極
洋
人
生
を
ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ

イ
ア
で
き
た
の
は
皆
様
の
ご
支

援
の
お
か
げ
」
と
前
置
き
し
た

の
ち
、
巨
人
軍
の
長
嶋
茂
雄
氏

が
現
役
を
引
退
し
た
時
の
言
葉

を
引
用
し
、「
極
洋
は
永
遠
に
不

滅
で
す
。
長
い
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
無
量
の

面
持
ち
で
謝
辞
を
述
べ
た
。

水
産
庁
は
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経

済
連
携
協
定
）
に
お
け
る
水
産

物
関
係
の
大
筋
合
意
の
詳
細
に

つ
い
て
、
１８
日
に
取
り
ま
と
め

た
。品

目
ご
と
の
内
容
は
以
下
の

通
り
。
※
カ
ッ
コ
内
は
現
行
の

税
率�

将
来
の
見
直
し
ま
た
は
関

税
撤
廃
等
か
ら
の
除
外
―
―
メ

バ
チ
マ
グ
ロ
（
３
・
５
％
）
、

ビ
ン
ナ
ガ
マ
グ
ロ（
３
・
５
％
）、

ア
ジ
（
１０
％
）
、
サ
バ
（
７
～

１０
％
）、
ブ
リ
（
１０
％
）、
ホ
タ

テ
ガ
イ
（
７
～
１０
％
）
、
ノ
リ

（
２５
～
４０
％
、
１
・
５
円
／
枚
）、

コ
ン
ブ
（
１５
～
２８
％
）
な
ど
�

関
税
削
減
―
―
イ
ワ
シ
（
１０

→

８
％
）、
イ
カ（
５→

４
％
、

３
・
５→

３
％
）
、
メ
カ
ジ
キ

（
３
・
５
％→

２
％
）
な
ど

�
１０
年
間
か
け
て
段
階
的
に
関

税
撤
廃
―
―
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ

（
３
・
５
％
）
、
大
西
洋
サ
ケ

（
３
・
５
％
）、
ギ
ン
ザ
ケ
（
３

・
５
％
）
な
ど
�
３
～
７
年
間

か
け
て
段
階
的
に
関
税
撤
廃
―

―
活
ウ
ナ
ギ
（
３
・
５
％
）
、

ウ
ニ
（
７
％
）
、
イ
カ
調
整
品

（
１０
・
５
％
）
な
ど
�
即
時
関

税
撤
廃
―
―
エ
ビ
（
１
～
２

％
）
、
ロ
ブ
ス
タ
ー
（
１
～
２

％
）、
ア
ワ
ビ
（
７
％
）、
カ
キ

（
７
％
）、
カ
ニ
（
４
％
）、
キ

ハ
ダ
マ
グ
ロ
（
３
・
５
％
）
、

メ
ロ
（
３
・
５
％
）、
魚
油
（
３

・
５
％
～
７
％
）
な
ど

豪
州
か
ら
の
水
産
物
輸
入

は
、
２
０
１
２
年
の
水
産
物
輸

入
総
額
１
兆
５
０
４
８
億
円
の

約
２
・
３
％
に
あ
た
る
約
３
４

９
億
円
（
１２
位
）。

極
洋
（
東
京
・
赤
坂
、
多
田

久
樹
社
長
）
は
タ
イ
の
バ
ン
コ

ク
に
現
地
法
人
を
４
月
付
で
設

立
す
る
。
茂
木
健
児
バ
ン
コ
ク

駐
在
員
事
務
所
長
が
代
表
者
と

な
り
、
５
月
に
も
事
業
を
ス
タ

ー
ト
す
る
予
定
。

経
済
成
長
が
著
し
い
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
市
場
に
向
け
、
需
要
が
拡

大
し
て
い
る
日
本
食
材
を
主
体

に
販
売
を
行
う
。
２
０
１
５
年

に
発
足
が
見
込
ま
れ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）

の
域
内
貿
易
の
拠
点
と
し
て
機

能
す
る
。

会

社

名

は

「K
y
o
k
u
y
o

(
T
h
a
i
l
a
n
d
)
C
o
.
,
L
t
d

」
。

商
品
・
製
品
の
輸
出
入
、
国
内

卸
売
と
そ
れ
に
伴
う
検
品
や
加

工
製
造
を
行
う
。
資
本
金
は
１

億
１
２
０
０
万
タ
イ
バ
ー
ツ
。

出
資
は
極
洋
１
０
０
％
。
年
商

４８
億
円
を
見
込
み
、
決
算
期
は

１２
月
。

３０
歳
の
女
性
研
究
者
が
白

衣
な
ら
ぬ
割
烹
着
を
着
て
、

実
験
す
る
姿
、
そ
し
て
記
者

会
見
の
場
で
画
期
的
な
成
果

を
発
表
す
る
。
久
々
に
胸
の

す
く
よ
う
な
快
挙
だ
っ
た
。

小
保
方
晴
子
さ
ん
が
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｐ
細
胞
作
製
に
世

界
で
初
め
て
成
功
し

た
報
は
我
が
国
屈
指

の
理
化
学
研
究
所
で

研
究
さ
れ
、
論
文
と

し
て
発
表
さ
れ
た
だ

け
に
、
そ
の
内
容
に
は

全
幅
の
信
頼
を
置
い
て

い
た
。
ま
し
て
世
界
の

科
学
雑
誌
の
最
高
権
威

で
あ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
誌

に
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

と
こ
ろ
が
、
論
文
の
内
容

に
重
大
な
齟
齬
（
そ
ご
）
が

あ
っ
た
。
研
究
の
核
心
部
分

に
あ
た
る
実
験
結
果
の
画
像

が
意
図
的
に
切
り
貼
り
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。

科
学
に
は
門
外
漢
の
筆
者

と
し
て
は
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
と

は
何
ぞ
や
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

先
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し

た
山
中
教
授
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

と
ど
う
違
う
の
か
、
皆
目
分

か
ら
な
い
。
と
も
か
く
ノ
ー

ベ
ル
賞
も
の
の
研
究
成
果
だ

と
思
う
が
、
そ
れ
に
し
て
は

理
化
学
研
究
所
の
杜
撰
な
審

査
に
は
唖
然
と
し
た
。

彼
女
の
実
験
の
や
り
方
、

そ
の
記
録
（
実
験
ノ
ー
ト
）、

論
文
、
発
表
な
ど
ま
る
で
科

学
者
の
初
心
者
か
と
見
ま
が

う
ば
か
り
。
そ
れ
を

許
し
た
研
究
所
の
信

頼
ガ
タ
落
ち
は
仕
方

な
い
と
し
て
、
技
術

大
国
日
本
の
科
学
レ

ベ
ル
へ
の
不
信
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
不
祥
事

だ
。図

ら
ず
も
�
象
牙
の
塔
�

の
不
見
識
が
露
呈
し
た
今
回

の
出
来
事
、
あ
ら
ゆ
る
企
業

・
団
体
で
他
山
の
石
に
す
べ

き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

購購読読申申込込みみはは 〒〒１１００８８――００００１１４４

株株式式会会社社 水水 産産 タタ イイ ムム ズズ 社社

東東 京京 都都 港港 区区 芝芝 ５５ ―― ９９ ―― ６６
電電話話 ００３３（（３３４４５５６６））１１４４１１１１
FFAAXX ００３３（（３３４４５５６６））１１４４１１６６

年年間間購購読読料料２２７７，，６６００００円円（（税税別別））

	
�����	��

４月２１日（月）

���
��

毎週月曜日発行

北
西
太
平
洋
の
調
査
捕
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機
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捕
鯨
の
伝
統
と
食
文
化
を
守
る
会

水産タイムス

沿
岸
小
型
捕
鯨
、
２６
日
以
降
に
延
期

自
民
党
捕
鯨
議
連
が
緊
急
総
会

多くの関係者で熱気に包まれる会場

緊迫した空気の中で行われた

その日のニュースが、その日の夕方に
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Ｐ
Ａ
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高
津
原

忠
氏

挨拶する多田社長

極洋会で決意表明
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今までとの違いは・・・

沖縄もずく特集

より読みやすく！

沖
縄
モ
ズ
ク
を
世
界
の
食
卓
へ

より早く！

井上取締役

極 洋

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
現
地
法
人
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